２３北保４９３号
平成２３年７月７日　
管内各医療機関の長　　様
福島県県北保健所長
　　（ 公 印 省 略 ）
麻しん検査診断について（依頼）
　日ごろより当管内における感染症予防事業につきましては、御協力をいただき感謝申し上げます。
　さて、麻しんに関する特定感染症予防指針（平成１９年１２月２８日厚生労働省告示第４４２号）において、麻しん患者の発生数が一定以下になった場合は、原則として全ての発生例を検査診断することとしています。
　つきましては、麻しん排除に向けた対策のより一層の推進のために、麻しんと臨床診断した場合はIgM抗体陽性の結果を待たずに、すみやかに保健所に発生届を提出し、下記について実施をよろしくお願いします。
　なお、「２０１２年麻しん排除に向けて」および「最近の知見に基づく麻疹の検査診断の考え方」を添付しますので、参考願います。
記
１　検体の採取について
届出後すぐに血液（EDTA血）、咽頭拭い液、尿のうち2点以上の検体を採取し、保健所に御提出ください。
２　麻しん特異的IgM抗体検査（EIA法）の実施について
　　発疹出現から4日までの場合は偽陰性となる場合があるため、４日以降２８日までに実施することが望ましい。
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